
議会だより
長島町

議会だより議会だより
臨時号

令和４年

第68号
６月10日発行

Contents
●議長・副議長就任のあいさつ、町議会の構成　②

●長島町議会議員を紹介 14人の顔　③

●臨時会で決まったこと　④

次
の
一
歩
へ

町
議
会
議
員
14
名
が
決
ま
っ
た
。

議
会
と
町
は
車
の
両
輪
に
例
え
ら
れ
る
。

夢
に
向
か
っ
て
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。
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４
月
17
日
に
行
な
わ
れ
た

長
島
町
議
会
議
員
選
挙
で
、

14
人
の
議
員
が
決
定
し
た
。

４
月
28
日
、
一
般
選
挙
後

の
初
議
会
と
な
る
令
和
４
年

第
２
回
臨
時
会
を
開
き
、
議

長
に
林
誠
治
議
員
、
副
議
長

に
小
田
勝
志
議
員
が
選
出
さ

れ
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
議

会
構
成
も
決
定
し
た
。

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　

議
会
議
長　

林　

誠
治

副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

    

議
会
副
議
長  

小
田 

勝
志

こ
の
度
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
改
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

「
議
会
は
言
論
の
府
」
で
あ
り
、
議

員
活
動
の
基
本
は
言
論
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
ま
す
。
ゆ
え
に
議
員
は
住
民
の
代

表
者
意
識
に
徹
し
、
地
域
の
実
態
や
要

望
、
不
平
不
満
な
ど
を
的
確
に
掴
め
る

よ
う
鳥
の
目
、
虫
の
目
で
活
動
す
る
必

要
が
あ
る
と
肝
に
命
じ
て
い
ま
す
。

世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い

う
未
曽
有
の
危
機
に
直
面
し
、
発
生
以

来
、
最
前
線
で
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
医

療
、
福
祉
な
ど
の
関
係
者
に
心
よ
り
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
く
感
染
症
が
根
絶
し
、
経
済
活
動
が

再
開
し
活
気
が
戻
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

危
機
管
理
対
策
や
人
口
減
少
対
策
の

ほ
か
宿
泊
施
設
建
設
、
学
校
統
合
な
ど

町
政
の
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

議
長
職
と
し
て
、
長
と
議
員
が
相
互
牽

制
、
抑
制
と
均
衡
に
よ
り
良
好
な
緊
張

関
係
を
保
っ
て
議
論
百
出
と
な
る
よ
う

開
か
れ
た
議
会
運
営
を
心
掛
け
て
参
り

ま
す
。
皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
、
町
議
会
に
対
し
、
町

民
の
皆
様
に
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
、
改
選
後
初
め
て
開
か
れ
た
第

２
回
長
島
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
副
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
そ

の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。二

元
代
表
制
の
下
、
議
員
の
果
た
す

べ
く
役
割
と
し
て
、
行
政
の
監
視
、
町

民
と
の
パ
イ
プ
役
、政
策
提
言
と
捉
え
、

町
の
将
来
を
見
据
え
て
、
常
に
町
民
と

の
対
話
を
大
事
に
し
、
町
が
進
む
べ
き

方
向
性
を
見
出
し
ま
す
。
議
長
を
中
心

に
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
誠
心
誠

意
、
町
政
に
取
り
組
み
、
町
の
発
展
に

尽
く
し
ま
す
。

今
後
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長島町議会の構成
議
　
長
　　
　
　

林　
　

誠
治

副
議
長
　　
　
　

小
田　

勝
志

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

兒
玉　
　

誠

　

副
委
員
長　
　

竹
山　

司
郎

　

委　
　

員　
　

上
平　
　

重

　
　
　
　
　
　
　

池
田　

安
彦

　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

弘
成

　
　
　
　
　
　
　

古
田　

一
博

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

誠
治

建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

二
階
堂　

猛

　

副
委
員
長　
　

上
筋　

睦
雄

　

委　
　

員　
　

中
浦　

雅
彦

　
　
　
　
　
　
　

楠
元　

康
博

　
　
　
　
　
　
　

邑
山　

初
徳

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

義
明

　
　
　
　
　
　
　

小
田　

勝
志

議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

上
筋　

睦
雄

　

副
委
員
長　
　

竹
山　

司
郎

　

委　
　

員　
　

兒
玉　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　

二
階
堂　

猛

　
　
　
　
　
　
　

小
田　

勝
志

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　
　

池
田　

安
彦

　

副
委
員
長　
　

上
平　
　

重

　

委　
　

員　
　

楠
元　

康
博

　
　
　
　
　
　
　

竹
山　

司
郎

　
　
　
　
　
　
　

上
筋　

睦
雄

長
島
町
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　

古
田　

一
博

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

議　
　

員　
　

中
浦　

雅
彦

　
　
　
　
　
　
　

楠
元　

康
博

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

議　
　

員　
　

上
平　
　

重

　
　
　
　
　
　
　

池
田　

安
彦

町議会新体制がスタート
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14人の

皆
様
の
生
活
お
仕
事

に
直
結
す
る
課
題
に
、
地

道
に
取
り
組
み
ま
す
。
最

幸
の
ま
ち
「
な
が
し
ま
」

を
皆
で
創
り
ま
し
ょ
う
。

上
かみひら

平　重
おもし

（58歳）

浦底（浦底）①

当
選
さ
せ
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
初
心
を
忘
れ
ず
地
域

の
現
場
に
入
り
皆
様
の
お

声
を
行
政
に
届
け
ま
す
。

中
なかうら

浦　雅
まさひこ

彦（64歳）

獅子島（幣串）①

今
回
、
皆
様
の
御
支

持
を
頂
き
ま
し
て
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
御

期
待
に
添
え
ま
す
様
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
期
の
経
験
を
生
か

し
「
皆
さ
ん
の
足
と
な
っ

て
あ
な
た
の
声
を
町
政
へ

届
け
ま
す
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

町
政
の
主
役
は
町
民

で
す
。
「
く
ら
し
の
安
心

と
豊
か
な
長
島
」
実
現
の

た
め
、
皆
様
と
共
に
初
心

を
忘
れ
ず
取
り
組
み
ま

す
。今

回
、
皆
様
の
ご
支

援
を
賜
り
２
期
目
と
な
り

ま
す
。
常
に
初
心
を
忘
れ

ず
誠
心
誠
意
努
力
致
す
決

意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

元
気
の
あ
る
長
島
づ

く
り
の
た
め
に
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
の
声
を
行
政
に
届
け
て

ま
い
り
ま
す
。

４
年
間
無
事
務
め
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。
議
会

に
は
是
々
非
々
で
臨
み
、

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
・
福
祉

の
充
実
に
力
を
尽
く
し
ま

す
。「

元
気
・
勇
気
・
ヤ
ル

気
」
を
信
条
に
、
皆
様
の

ご
期
待
に
応
え
る
事
が
で

き
る
よ
う
邁
進
致
し
ま

す
。

町
民
皆
様
の
意
見
を

聞
き
、
代
弁
者
と
し
て
議

会
に
臨
み
、
理
非
曲
直
を

諭
し
て
町
発
展
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

町
民
の
か
た
が
た
の

負
託
に
応
え
、
ス
ピ
ー
ド

あ
る
行
動
で
、
現
場
主
義

を
貫
き
、
町
勢
発
展
の
た

め
全
力
投
球
し
ま
す
。

「
皆
様
の
声
を
町
政

に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
継
続

し
て
活
動
し
、
町
の
活
性

化
の
た
め
全
力
投
球
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

２
期
の
経
験
を
生
か

し
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、

躍
動
あ
る
長
島
づ
く
り
実

現
の
た
め
、
誠
心
誠
意
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

決
断
と
実
行
力
、
素

早
い
行
動
力
で
町
政
の
課

題
、
町
民
の
要
望
解
決
を

目
指
し
ま
す
。
「
チ
ャ
ン

ス
は
貯
蓄
で
き
な
い
」
を

教
訓
に
活
動
し
ま
す
。

顔
改
選
に
よ
り
現
職
11
人
、
新
人
３
人
と

な
っ
た
議
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
と
お
り
。

楠
くすもと

元　康
やすひろ

博（74歳）

蔵之元（小浜）①

池
いけだ

田　安
やすひこ

彦（64歳）

獅子島（幣串）②

兒
こだま

玉　誠
まこと

（65歳）

鷹巣（菅牟田）②

二
にかいどう

階堂　猛
たける

（67歳）

蔵之元（蔵之元）②

竹
たけやま

山　司
しろう

郎（69歳）

鷹巣（伊唐）②

上
かみすじ

筋　睦
むつお

雄（74歳）

城川内（唐隈）②

邑
むらやま

山　初
はつのり

徳（58歳）

鷹巣（宮ノ浦）③

浦
うら

　弘
ひろなり

成（68歳）

川床（川床中）③
古
ふるた

田　一
かずひろ

博（72歳）

指江（指江）④

林
はやし

　義
よしあき

明（75歳）

山門野（田尻）④

小
おだ

田　勝
かつし

志（66歳）

浦底（浦底）③

林
はやし

　誠
せいじ

治（72歳）

山門野（加世堂）③

１２３５

６７８1011

1213141516

※
議
員
紹
介
は
議
席
番
号
順
。
氏
名
、
年
齢
、

大
字
｟
行
政
区
｠、
当
選
回
数
｟
囲
み
数
字
｠。

長島町議会議員を紹介
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〖
発
行
責
任
者
〗議　

　

長　

林　
　

誠
治

〖
編　

集
〗

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長　

池
田　

安
彦

副
委
員
長　

上
平　
　

重

委　
　

員　

楠
元　

康
博

竹
山　

司
郎

上
筋　

睦
雄

編集後記

　

４
月
28
日
に
第
２
回

臨
時
会
が
開
か
れ
、
新

し
い
議
員
の
も
と
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
年
間

４
回
の
広
報
紙
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
の
役
割
は
、
町
民
の
皆
様
に
長

島
町
議
会
の
活
動
や
議
案
審
議
の
詳
細

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
議
会
広
報
委
員
は
、
活
動
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
な
が
ら
、
広
報

紙
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
審
議
の
内
容
を
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
、
町
議
会
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、広
報
委
員
一
同
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

｟
池
田　

安
彦
｠

臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

29
の
事
業
繰
越
を
報
告

　

町
道
整
備
｟
社
会
資
本
総
合
整
備
事

業
｠
や
総
合
運
動
公
園
整
備
事
業
な
ど

令
和
３
年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
29
の

事
業
｟
７
億
２
１
２
９
万
２
千
円
｠
を

令
和
４
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

法
改
正
に
伴
う
税
負
担
軽
減

措
置
の
整
理 

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
４
年
３
月
31
日
に
公
布
さ

れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
た
め
専
決
処
分
し
た
。

　

固
定
資
産
税
や
個
人
住
民
税
な
ど
税

負
担
軽
減
措
置
な
ど
の
整
理
を
行
う
。

令
和
３
年
豪
雨
災
害
の
復
旧

工
事
契
約
を
締
結 

　

平
尾
温ぬ

く
ざ
き﨑

地
区
で
令
和
３
年
８
月
、

豪
雨
に
よ
り
幅
１
５
０
米
、
長
さ
１
７

０
米
に
及
ぶ
地
す
べ
り
が
発
生
。
被
災

し
た
農
地
｟
１
・
７
㌶
｠
な
ど
に
地
す

べ
り
抑
制
工
事
を
行
な
う
。

　

請
負
金
額
２
億
３
８
１
５
万
円
で
、

工
期
は
令
和
５
年
２
月
22
日
ま
で
。
株

式
会
社
長
崎
組
と
契
約
締
結
。

令
和
２
年
豪
雨
災
害
の
林
道

復
旧
工
事
契
約
を
締
結 

　

獅
子
島
地
区
で
令
和
２
年
７
月
、
集

中
豪
雨
に
よ
る
地
す
べ
り
｟
幅
80
米
、

斜
長
１
０
０
米
｠に
よ
り
斜
面
が
崩
落
。

崩
壊
し
た
林
道
立
石
線
な
ど
の
復
旧
工

事
を
行
な
う
。

消
防
組
合
議
会
議
員
に
町
口
氏

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員
の

う
ち
、
識
見
を
有
す
る
一
人
が
令
和
４

年
３
月
31
日
付
け
で
町
消
防
団
長
を
退

団
し
た
こ
と
か
ら
、
議
長
指
名
に
よ
り

町
口
孝
治
氏
｟
小
浜
｠
を
選
出
し
た
。

傍
聴
の
際
は

感
染
対
策
を

　

長
島
町
議
会
で
は
、
傍
聴
者
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
傍
聴
の
際

は
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
な
ど
感

染
防
止
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
役
場
ロ
ビ
ー
で

崩壊した林道（令和２年７月）

町
長
、
職
員
の
期
末
手
当
を
減
額

　

人
事
院
勧
告
な
ど
に
よ
り
、
町
長
等

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
。

　

給
与
の
う
ち
期
末
手
当
の
支
給
月
数

を
、
町
長
等
は
０
・
１
月
分
、
職
員
は

０
・
15
月
分
引
き
下
げ
る
。

４
月
28
日
の
第
２
回
臨
時
会
で
は
、

議
会
構
成
後
、
専
決
処
分
の
承
認
や
、

町
内
特
産
物
を
利
用
し
た
県
内
高
校

生
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
係
る
経

費
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
4
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
｟
第
１
号
｠｟
２

３
７
８
万
９
千
円
追
加
、
総
額
96
億

４
７
０
４
万
４
千
円
｠
な
ど
議
案
12

件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど
は
次
の
と

お
り
。
｟
予
算
を
除
く
｠

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

次
の
定
例
会
は
６
月
に

開
会
さ
れ
ま
す
。

　

請
負
金
額
１
億
１
１
６
５
万
円
で
、

工
期
は
令
和
５
年
３
月
15
日
ま
で
。
丸

久
建
設
株
式
会
社
長
島
支
店
と
契
約
締

結
。


